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平成 25 年のアサリ漁を振り返る　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霜村　胤日人　

　浜名湖における平成 25 年のアサリ漁獲量は 1,404 ト

ン、対前年比 58％となりました（浜名漁業協同組合集

計）。本稿では、25 年の漁模様を振り返ってみたいと思

います。

１　漁獲等の動向

（１）年間漁獲量と採貝連合会員数

　昭和 57 年以降の年間漁獲量と採貝連合会員数の推移

を図 1 に示しました。平成 25 年の漁獲量は、過去 10

年間（平成 15 ～ 24 年）の平均値 3,923 トンを大きく

下回り、残念ながら過去最低の値となりました。平成

25 年の会員数は 602 人であり、前年から 22 人減少し

ました。

（２）月間漁獲量

　月間漁獲量の推移を図 2 に示しました。平成 25 年の

月間漁獲量は、45 ～ 251 トンで推移し、全ての月で過

去 10 年間の月平均を下回りましたが、10 ～ 12 月につ

いては、前年同月期を上回りました。

図２　月間漁獲量の推移

図１　浜名湖のアサリ漁獲量と採貝連合会員数の推移
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363 円／ kg を上回りました。

　（２）月別平均単価

月別平均単価の推移を図 4 に示しました。平成 25 年の

月別平均単価は 357 ～ 401 円／ kg で推移し、1 ～ 7

月については過去 10 年間の月平均、及び前年を上回り

ました。

３　アサリ資源の持続的な利用を目指して

平成 25 年の漁模様は、過去に経験のない、大変厳しい

ものとなりました。しかし、その一方で、アサリの人工

種苗生産や天然採苗など、採貝漁業者の新たな挑戦が始

まっています（本誌 543 号参照）。

浜名湖分場では、採貝漁業者の取組を技術的な面で支援

しながら、資源の現状評価や短期的な予測に基づく漁業

管理手法の確立に向けた研究を進めています。具体的に

は、湖内の主要漁場に生息するアサリの資源量を調査

２　単価等の動向

（１）年間漁獲金額と年平均単価

昭和 57 年以降の年間漁獲金額と年平均単価の推移を図

3 に示しました。平成 25 年の漁獲金額は 5.2 億円で、

過去 10 年間の平均値 14.2 億円を大きく下回り、漁獲

量と同様に過去最低の値となりました。平成 25 年の

年平均単価は 373 円／ kg で、過去 10 年間の平均単価

し、成長や死亡などの資源量が増減する要素を考慮に入

れ、短期的な資源動向を予測することによって、アサリ

資源の上手な利用に繋げていきたいと考えています。研

究は道半ばですが、資源調査で得られた情報については、

漁業者向けに情報提供を随時行っています（次ページ図

5）。今後も研究を進め、情報提供の内容を発展させな

がら、アサリ資源を持続的に利用できるような漁業管理

のあり方を提案していきたいと思います。

図３　アサリの年間漁獲金額と年平均単価の推移

図４　月別平均単価の推移
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図 5　アサリ資源情報（平成 26 年 1 月の例）
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平成 25 年の浜名湖漁獲統計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内　　悟

　浜名漁協の統計資料をもとに、平成 25 年に浜名湖内

で漁獲された漁業種別（養殖を除く）の漁獲量を図１に、

漁獲金額を図２にまとめました。漁業種別漁獲量から計

算される総漁獲量は 1,558 トンであり、その内訳は採

貝が最も多く 1,403 トン (90.1％）、次いで袋網が 120

トン (7.7％）、三枚刺網 19 トン（1.2%）、雑漁業 8 トン

(0.5％ ) と続きました。この順位は昨年の結果と同じで

した。一方、総漁獲金額は 920 百万円であり前年の 1,467

百万円よりも 37％減少しました。平成 25 年はアサリ

とシラスウナギが不漁となったので、その影響を受けて

総漁獲金額は大きく減少しました。漁獲金額の内訳は採

貝が最も多く 524 百万円 (57.0％）、次いで単価の高い

メッコ網 186 百万円 (20.2％）、袋網 164 百万円 (17.9％ )

となりました。

　主要 30 魚種 ( 銘柄 ) について、次ページに支所別 ( 表

１) 及び月別 ( 表２) に集計しました。なお、入出支所の

水揚げは平成 18 年４月から鷲津支所に含まれており、

気賀支所、村櫛支所、白洲支所の水揚げは平成 22 年 1

月から雄踏支所に含まれています。

　アサリを除く 29 魚種の総漁獲量は前年比 81％の

142 トン、アサリが前年比 58％の 1,404 トン ( 詳細は

本誌「平成 25 年のアサリ漁を振り返る」を参照 ) となり、

全体では前年比 59％の 1,546 トンとなりました。前年

より増加した魚種は 9 種ありますが、このうち増加量

の大きい魚種は、タコ、イカ類、ノコギリガザミ、マア

ジ等でした。一方、減少量の大きい魚種はスズキであり、

前年に対して 11 トン減少しました。また、雑エビ ( ウ

シエビ、ヨシエビ、シバエビ等 ) や雑カニ ( タイワンガ

ザミ、イシガニ等 ) の減少も顕著となりました。

近年減少が続いているクルマエビは前年の４トンと変わ

らず、ガザミも前年同様に 4 トンと両者ともに低迷し

ています。浜名湖の名産品であるこの 2 銘柄が低いレ

ベルで推移していることは、浜名湖の漁業にとって大き

な痛手となっています。なお、特産品として有名なノコ

ギリガザミの漁獲量は 6 トンであり、前年よりも増加

して平均漁獲量 6 トン ( 過去 10 年間 ) と比べてほぼ平

年並みになりました。

図 1　漁業種類別の漁獲量 図 2　漁業種類別の漁獲金額
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表１　平成 25 年浜名湖における主要 30 種の魚種別、支所別漁獲量 (kg)

表 2　平成 25 年浜名湖における主要 30 種の魚種別，月別漁獲量 (kg)

 * 入出分を含む

** 気賀、村櫛、白州分を含む
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　平成 25 年度認定式が、農業経営士、青年農業士、指

導林家、青年林業士及び農山漁村ときめき女性と合同で

平成26年１月20日に県庁で開催されました。今年度は、

青年漁業士５名（浜名漁協 2 名、伊豆漁協３名）、指導

漁業士４名（静浦漁協２名、内浦漁協１名及び戸田漁協

１名）の 9 名の方々が新たに漁業士に認定されました（写

真 1）。浜名漁協の青年漁業士は、しらす船曳網やノリ

養殖などを営む鈴木隆之さんと足立勝次さんの 、２名

漁業士認定式が行われました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿久津　哲也

の若手漁業者です。

　認定式では、知事からそれぞれの代表に認定証が授与

されました。青年漁業士代表として足立さんが認定証を

受け取りました（写真 2）。

　漁業士の皆さんは、県漁業士会に所属して、会の活動

や個人で漁業の振興につながる活動に積極的に取り組ん

でいます。新たに認定された方々の活躍が楽しみです。

浜名湖で新たに記録されたさかなたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今中　園実

貝類 No.136　ウキビシガイ（Clio pyramidata）

　　採集日　　：　2014 年 1 月 15 日

　　採集場所　：　浜名湖湖口の表層水中

　　採集方法　：　表層水を採取

　　全長　　　：　約 2cm

　ユニークな形をしていますが、実は巻貝の仲間です。

翼足類（よくそくるい）と呼ばれるグループの一種で、「流

氷の天使」として話題になったクリオネ（ハダカカメガ

イ）に比較的近い種類です。足に相当する部分が退化し

ており、歩く替わりに泳ぎます。体の割に重い殻を持つ

ため、常に泳いでいないと沈んでしまいます。写真の個

体も、生きている間は殻の両端を翼のように動かし、ヒ

ラヒラと泳ぎ続けていましたが、撮影用に海水から取り

出したところ、干出に弱いためか、体を傷つけたのか不

明ですが、一瞬の干出時間のうちに死んでしまいました。

本種は分布域がとても広く、世界中の熱帯～温帯海域に

分布しています。今回の個体は、分場の定点観測で湖口

の表層水を採取した際に入ってきました。黒潮に乗って

太平洋から流れてきたと考えられます。
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　　　　　　　　分　　場　　日　　誌（平成 25 年 11 ～ 26 年 1 月）　　

25 年 11 月

　1 日　シンガポール・テマセク研究所研修生との

　　　　　　　　　　　　　　           意見交換（焼津）

   5 ～ 6 日　魚病技術部会関東北陸ブロック会議（当場）

　6 日　浜松うなぎ料理振興会による分場視察（当場）

　7 日　関東・東海ブロック普及指導員集団研修（焼津）

 12 日　定点観測（浜名湖）

 12 ～ 13 日　トラフグ全国会議（広島）

 13 日　浜名湖養魚漁協魚病講習会（浜松）

 29 日　水産研究発表会（焼津）

25 年 12 月

   6 日　 青年・女性漁業者交流大会（静岡）

 10 日　定点観測（浜名湖）

 12 ～ 13 日　水産総合研究センター増養殖セミナー

                                                                            （神戸）

 14 日　浜名湖をめぐる研究者の会（舞阪）

 18 日　下りウナギ放流全体会議（舞阪）

26 年 1 月

 15 日　定点観測（浜名湖）

 17 日　静岡うなぎ漁協魚病講習会（磐田）

              水産関係国補正予算事業に関する説明会（静岡）

              西部地区漁業士会（当場）

 17 ～ 18 日　ウナギプロジェクト研究推進会議（横浜）

               太平洋中海域トラフグ研究打ち合わせ（横浜）

 20 日　 漁業士認定式（静岡）

23 ～ 24 日　クルマエビ種苗生産会議（東京）

24 日　  静岡うなぎ漁協魚病講習会（吉田）

　　　　青鰻会総会（浜松）　

　　　　　　　　弁天島の水温・比重（平成 25 年 11 ～ 26 年 1 月）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　水温・比重の平均値

表紙の写真：　漁業女性と「食の都づくり仕事人」によるしらすコロッケ作製（平成 26 年 1 月）


